
合格者の約2人に1人が
東京アカデミー受講生です。
合格者の約2人に1人が
東京アカデミー受講生です。

合格者占有率合格者占有率
第112回第112回

49.9％49.9％ 68.2％68.2％

第112回国家試験合格実績 第112回国家試験WEB採点会実績 模試受験者数実績

※合格実績は東京アカデミー通年講座･通信講座･
　短期講習・学内講座受講生のみの人数です。

68.3％

79.5％
43,663名
第112回WEB採点会

参加人数

約3人に2人以上が
東京アカデミー模試を受験
約3人に2人以上が

東京アカデミー模試を受験

約5校に4校以上が模試利用約5校に4校以上が模試利用

※第112回国家試験のデータになります。第113回の結果は判明次第公表いたします。

東京アカデミー模擬試験より第112回看護師国家試験

東京アカデミーでは長年培った国家試験対策のノウハウと出題傾向分析に基づい
て作成したオリジナルの模擬試験のみで、これまでにも多くの的中問題を生み出
してきました。下記に第112回国家試験問題からのほんの一例をご紹介します。

【本試験（午前）問題 66】　

1． リカバリ
2． ストレングス
3． レジリエンス
4． エンパワメント 〈正答 4 〉

患者の権利や力を尊重し、自己制御してい
る感覚を持たせ、患者が社会生活に必要な
技能や能力を獲得する支援を意味するのは
どれか。

【必修問題模試 問題16】　

1． アドボカシー
2． エンパワメント
3． アドヒアランス
4． インフォームド・コンセント

〈正答 2 〉

自分自身の内在する力を発揮して、自身の
生活や環境を自らの力で変革し、問題解決
能力を獲得していくことを示すのはどれか。 【本試験（午後）問題 82】　

1． 生後6か月
3． 2歳
5． 6歳

2． 生後12か月
4． 4歳

〈正答 4 〉

標準的な成長をしている正期産児の身長が
出生時の約2倍になるのはどれか。

【第3回模試（午後）問題 6】　

1． 1歳～1歳半
2． 2歳半～3歳
3． 3歳半～4歳
4． 5歳～5歳半 〈正答 3 〉

身長が出生時の2倍になるのはどれか。

【本試験（午前）問題 61】　

〈正答 4 〉

排卵のある正常な月経周期で正しいのはどれか。
【第1回模試（午後）問題 78】　

〈正答 1 〉

性周期で正しいのはどれか。
1． 黄体は形成後1週間で萎縮する。
2． エストロゲンの作用で子宮内膜が分泌期
になる。

3． 発育した卵胞の顆粒膜細胞からプロゲス
テロンが分泌される。

4． エストロゲンのポジティブフィードバック
によって黄体形成ホルモンの分泌が増加
する。

1． 子宮内膜はエストロゲンによって増殖する。
2． 黄体形成ホルモン〈LH〉が子宮に作用し排卵
が起こる。

3． 黄体期では主に卵胞刺激ホルモン〈FSH〉が
分泌される。

4． 黄体期ではエストロゲンの作用により高温相
となる。

5． 原始卵胞は卵胞期に産生される。

『オープンセサミ参考書』 『おてがるチェック』 『短期講習テキスト』 ※テキストの画像は過年度のものです。

東京アカデミーでは、問題集を含め豊富なオリジナルテキストで各種講義を実施しております。豊富なオリジナルテキストで各種講義を実施

『オープンセ

（業界最多の参加者数　弊社調べ）

「第112回国試午前問題47番」と「オープンセサミ①P.125」

「第112回国試午後問題25番」と「オープンセサミ②P.182」

「第112回国試午後問題59番」と「オープンセサミ④P.148」
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「東京アカデミー看護師
国家試験正答率70%以上」は
東京アカデミーの登録商標です。

でた問70％ 108～112回試験問題　看護師国家試験 高正答率過去問題集

※第109～113回試験最新版は
　2024年5月発刊予定です。

第112回国試では
なんと17問的中!

令和５年版
出題基準対応！！

『おてがるチェック』
最新の｢国民衛生の動向｣を踏まえ、最新衛生統計や関係法規のポイントを分かりやすく解説した便利な資料集です。
『おてがるチェック』は、2年分のデータ(第113回国家試験対策用では、｢2022/23年度版｣および｢2023/24年度版｣)を掲載しており
最新の対策が可能です。

【第112回国家試験（午前）問題 15】
メタボリックシンドロームの診断基準にお
いて男性の腹囲〈ウエスト周囲径〉で正し
いのはどれか。

1. 80㎝以上
2. 85㎝以上
3. 90㎝以上
4. 95㎝以上 〈正答 2 〉

【第112回国家試験（午前）問題 60】
母子保健法に規定されているのはどれか。

1. 母子健康包括支援センター
2. 乳児家庭全戸訪問事業
3. 助産施設
4. 特定妊婦

〈正答 1 〉

『ベーシックオープンセサミ』

『傾向と対策』

基本的な解剖学と生理学を学ぶ

❶基礎知識

↓

重要関連語句をクイズ形式で出題

❷ここでクエスチョン

↓

異常や障害が起きたり、正常な機能が
失われた場合の病態生理をイラストで

分かりやすく解説

❸異常や障害が起こると…

↓

↓

重要関連語句を用いた簡潔で
分かりやすい解説

❺ここでクエスチョンの解答

↓

知識の定着を図る

❻過去問にTry

知識の整理を図る

❹重要ポイント

受験生が苦手とする専門基礎科目の「人体の構造と機能」と
「疾病の成り立ちと回復の促進」をまとめた1冊です。

過去３年間分の全問題を出題基準と
対比させ、どの項目から出題された
かを一覧にしたデータ集。
力を入れなければならないところが
わかります。

例年よく出題される分野および設
問特徴や難易度などをまとめてい
ます。これにより、科目毎の出題の
ポイントが把握できます。

出
題
傾
向

分かりやすく一覧表にしています。
また、重要かつ代表的な問題を掲
載し、解説やアドバイスを読み解
きながら進めることで国家試験の
出題傾向を掴むことができます。

こ
こ
が
出
題

看護学生の苦手克服に役立つテキストです。
これまでに「呼吸器」「循環器」「計算問題」
「代謝・内分泌」「消化器」「脳・神経」
「腎・泌尿器」分野が発行されました。

コンプリートシリーズの
長所！

看護学生が苦手とする分野を
構造～機能～疾患～診断・治療と
段階的に学習することが
できます。
穴埋め問題や基本的な択一問題、
本試験レベルの択一問題を通して
基礎～実践まで
身に付けることが
できます。

資格・検定＞医療・看護＞看護師・准看護師＞
看護師国家試験部門で（2023/7/31・8/1・7・16調べ） 
資格・検定＞医療・看護部門で
（2023/7/31調べ） 

Amazon人気ギフトランキング書籍
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